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呼吸器 感染症に対す るCeftezoleの 使用経験

今 野 淳 ・中 井 祐 之 ・栗 田 健 吉 ・石 川 哲 子

東北大学抗酸菌病研究所内科

Ceftezole (CTZ)は 本 邦で合成 され たCephalospo-

rin系 抗 生物質でCEZのthiadiazolyl基 にある5位

のmethyl基 を欠 くもので,他 のCephalosporin系 抗

生物 質 と同等 またはそれ以上 の抗菌 力を示 し,臨 床 的に

CEZに 比 し発疹等 の副作用が少な い とされて いる1)2)3)。

今 回,我 々は呼吸器感染症 に対 して本剤を使用す る機

会 を得たので,そ の成 績を報告す る。

対 象

対象は,昭 和50年7月 ～9月 に当科を受診 した呼 吸

器 感染症 の患者 で,肺 炎5例,肺 化膿 症5例,肺 癌 に伴

う二 次感染2例,急 性気管支 炎2例 で,年 令は31～82

才,性 別 は男10,女4例 であ った 。

投 与法,投 与量およ び期間

CTZ 0.5gを1日1回 もしくは1gを1日2回 静脈

注射 と し本 剤の単独投与を行な った 。

投与期間 は5～47日 であ った。

効果判 定

著効:胸 部 レ線写真等諸検査成 績お よび一般状態の

著明な改善を認めた もの

有効:上 記 の所見 の大 部分の改善を認めた もの

Table 1 List of cases treated with CTZ
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や や有効:上 記 の所 見の一部分 の改善を認 めた もの

無効:上 記の所見の改善を認め得 なか った もの

臨床成績

臨床成績はTable 1の とお りであ る。

結果を まとめ てみ ると,著 効3例(21.4%),有 効3

例(21.4%),や や有効2例(14.3%),無 効6例(4

2.9%),で あ り14例 中8例(57.1%)に 効果 が認め

られた。

疾患 列にみる と,肺 炎5例 中,著 効3例,や や有効1

例,無 効1例,肺 化膿 症5例 中,有 効2例,無 効3例,

急性気 管支 炎2例 中,有 効1例,や や有効1例 で あ っ

た。

副作 用

本剤を使用 した14例 中1例 に投与7日 目に発疹 を認

めたが投与中止に よ り軽快 した 。

その他の症例には特別 な副 作用は認め られ なか った 。

また,本 剤使用前後 の各症例 の臨床検査所見はTable 2

の とお りであ り,血 液,肝 機 能,腎 機能等 の所見 に著変

を認めなか った 。

考 察

新 らしく開発 されたCTZはCEZのthiadiazolyl

基にある5位 のmethyl基 を欠 くもので,他 のCeph-

alosporin系 抗生物質 と同等 またはそれ 以上の強い抗菌

力を有 し,筋 肉内 または 静脈 内投与後CEZに 比べ速

やかに有効な血中濃度に達 し,同 時に比較的良好 に各組

織 に移 行 し,投 与量 のほ とん ど全部が代謝 を うけずにそ

の まま尿 中,胆 汁中に排泄 され,臨 床的にはCEZに 比

べ,発 疹等 の副作用が少 な くGram陽 性,陰 性菌 に対

し有効 な抗 生物質 と考え られ てい る。

今 回,我 々は14例 の呼 吸器 感染症 の患者 に本剤を使

用す る機 会を得たが,副 作用のため中止 した1例 を除 く

13例 中8例 に効果を認 めた。

我 々の症例 につ いては投与量が29前 後であ り,ま た

なん らか の基礎 疾患を有す る症例 が多 く,症 例 も少 なか

ったため,本 剤の効果を充分に論ず ることは 困難 であっ

た。

CTZの 副作用につ いては過敏 症等があげ られ てい る

が,本 剤使 用中14例 中1例 に発 疹を認め中止 した他 は,

血液,肝,腎 機能検査等 を も含 めて特別 な変化 を認めな

か った。

結 語

CTZを 呼 吸器 感染症14例 に使用 し,そ の臨床的効

果を検 討 した。

1.　本剤を使用 した14例 中,著 効3例,有 効3例,

やや有効2例,無 効6例 と,8例(57.1%)に 効果 を認

めた。

2.　疾患別 にみ ると,肺 炎5例 中4例 に,肺 化膿 症5

例 中2例,急 性 気管支炎2例 中2例 に効果を認 めた。

3.　副作用 は14例 中1例 に発 疹が認め られ た他,血

液肝,腎 等 の検査所見を含 めて異常は認め られなか った。

Table 2 Laboratory findings

* chronic hepatitis
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Ceftezole, a new antibiotic of cephalosporin analogue, was applied to the treatment of 14 patients with 

respiratory infections. The drug was administered intravenously (0.5•`1.0g•~1 or 2/day) for the period of 5 to 

47 days. The therapeutic effect was evaluated as summarized below. 

1) Of 14 cases examined, 8 cases (57.1%) showed positive response: Each 3 cases were classified into "very 

effective" or "effective" and 2 cases were into "slightly effective", while remaining 6 cases into not effective. 

2) Classified into diagnosis, 4 of 5 patients of pneumonia, 2 of 5 cases of lung abscess, and 2 cases of acute 

bronchitis obtained positive response. 

3) No abnormality was revealed by the clinical examinations in either the blood picture or the hepatic and 

renal functions, except drug eruption was observed in one case.


